
（２）水源地域ビジョンの取組み

　　3)国土交通省の取組み
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                      流域マネジメントの推進

　        　　　　水循環に関わる人材の育成と水文化の継承

                     災害や気候変動、地下水障害等への対応

資料６



　概　要

 ① 九頭竜ダム湖の特定外来種コクチバス共同調査・駆除

九頭竜ダム湖では平成１９年に初めてコクチバスの生息が確認されたことを受け、平成２２年から
在来生物を保護するため福井県が主催となり、関係機関が協力して、毎年コクチバスの駆除活動
を実施しています。

駆除には当事務所から９名（計１９機関４９名）が参加し、コクチバス駆除を実施しました。この日の
釣果は、合計１７４匹（うち釣り１４８匹、刺し網２６匹）と昨年の１６９匹を上回る成果を挙げること
ができました。

【開催日時】 令和７年６月１２日（木）
【実施場所】 福井県大野市長野　（九頭竜ダム）
【主　　　催】 福井県水産課
【参加機関】 ：九頭竜川ダム統合管理事務所、大野市、奥越

漁業協同組合、大野市漁業協同組合、電源開
発（株）他１４機関

【参加者数】 54名

【駆除方法】 刺し網、釣り
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■釣りによる駆除

■主催者あいさつ ■駆除されたコクチバス



　概　要

 ② 森と湖に親しむ旬間行事

　

【実施内容】　　九頭竜ダム見学会 （令和７年７月２７日（日））　　

真名川ダム見学会 （令和７年７月２１日（月・祝））

【主　　　催】　　「森と湖に親しむ旬間」行事運営連絡会

福井森林管理署／福井県／大野市

電源開発㈱／北陸電力㈱／関西電力㈱

大野市漁業協同組合／奥越漁業協同組合

ノーム自然環境教育事務所／福井河川国道事務所

九頭竜川ダム統合管理事務所

■ダム見学会　広報チラシ

【関連・協賛行事】　　第17回もりみずカップ少年サッカー大会 

　　　　　　　　　　　　　（令和７年５月３１日（土） ６月１日（日））

【事前ＰＲ】　　県内を対象に九頭竜川ダム統合管理事務所公式✕（旧
ツイッター）、新聞、チラシ等で事前ＰＲを実施
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「森と湖に親しむ旬間」とは、森林や湖に親しみ身心をリフレッシュしながら、森林や
ダムの重要性について理解を深めていただくことを目的として、昭和62年に国土交
通省及び林野庁が制定しました。

毎年7月下旬を「森と湖に親しむ旬間」と定めており、旬間期間中に九頭竜ダム及び
真名川ダム見学会を開催しました。



会場 プログラム　※①～⑥は写真番号を示す

九頭竜ダム 冬期連絡通路体験（魔の階段チャレンジ）①、
親子釣り教室②、パネル展示③、
VR体験④、
流木配布・木工教室・お絵描きコーナー⑤、
フードコーナー（特産品販売等）

長野発電所 発電所見学

九頭竜湖カヤック会場
（大野市下半原）

カヤック体験

九頭竜ダム、鷲ダム
長野発電所
越前おおの水のがっこう
本願清水イトヨの里

スタンプラリー　※真名川ダムと連動開催

九頭竜ダム クイズラリー　※真名川ダムと連動開催
（ダムカード風記念写真プレゼント⑥）

　【九頭竜ダム見学会】

 ② 森と湖に親しむ旬間行事　活動状況
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【開催日】　令和7年7月27日（日）

【主　 催】　「森と湖に親しむ旬間」行事運営連絡会

【会　 場】　九頭竜ダム（福井県大野市長野地先）

　　　　　　　長野発電所（福井県大野市長野）

【参加数】　３６０名（大人２９５名、子供６５名）

　　　　　　　※昨年度335名

◆参加者のご意見◆

〇発電所見学が勉強になった。

○ダムの仕組みと役割を勉強できた。

○子どもも興味持てる内容で一緒に楽しめました。

○普段できない体験ができて楽しかった。

○おろしそばと岩魚の塩焼きがおいしかった。

○放水が見たかった。

○ダム観光をすすめてほしいです。楽しい。

地元の方々から、おろし蕎麦やヤングコーンに加えかき氷を提供していただき、子供達からは喜びの声を聞くことがで

きました。また地元漁業からは、焼き魚に加え釣船の展示をしていただき、子供から大人まで幅広い年代の方々に楽し

んでいただくことができました。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥



　【真名川ダム見学会】

 ② 森と湖に親しむ旬間行事　活動状況
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ダム堤体見学では、ダムを間近で見ることができ、見学者からは｢すごい迫力だった｣と喜びの声を聞くことが

できました。

【開催日】　令和7年7月21日（月・祝）

【主　 催】　「森と湖に親しむ旬間」行事運営連絡会

【会　 場】　真名川ダム（福井県大野市下若子地先）

　　　　　　　笹生川ダム（福井県大野市本戸）

　　　　　　　真名川発電所(福井県大野市五條方)

【参加数】　４５５名（大人３４０名、子供１１５名）

　　　　　　　※昨年度284名（約1.6倍）

◆参加者のご意見◆

〇去年も参加してとても面白かったので今年も来ました。ダム
にはまるきっかけになりました。

○普段入れない所からダムの放水が見られてとてもよい経験
ができました。

○プレミアムダムカードがもっとほしい（いろんなバージョン）。

○初めてこの企画を知ったのでもっとPRしてほしい 。

会場 プログラム　
※①～⑥は写真番号を示す

真名川ダム ダム堤体内見学①、
ゲートの抜水見学、
パネル展示②、木工工作教室③、
VR体験④、ミニ水族館⑤、
奥越豪雨60年ダムカード無償配布、
堆肥無償配布、
チューリップの球根無償配布

笹生川ダム ダム堤体内見学

真名川発電所 発電所見学

真名川ダム、笹生川ダム、
真名川発電所
越前おおの水のがっこう
本願清水イトヨの里

スタンプラリー⑥　※九頭竜ダムと連
動開催

真名川ダム クイズラリー　※真名川ダムと連動開
催
（ダムカード風記念写真プレゼント⑥）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥



　第１7回　もりみずカップ少年サッカー大会

 ③ 「森と湖に親しむ旬間」協賛行事

「もりみずカップ少年サッカー大会」は、平成２０年に「森と湖に親しむ旬間」全国行事が大野市で開催された

事を記念して始まりました。九頭竜川の恩恵を受ける市町のチームが集い、山の子も海の子も一緒になって

ボールを追いかけるという趣旨のもと、これまで開催されてきました。

今年は１７回大会となり、試合は2日間に渡って行われました。少年達は日々の練習の成果を発揮し、大変白

熱した試合になりました。

【開催日】　令和７年５月３１日（土） ６月１日（日）

【主　 催】　もりみずカップ実行委員会

【会　 場】　奥越ふれあい公園陸上競技場

【参加数】　16チーム　（大野市、福井市、坂井市、永平寺町　他計7市町）

【協　 賛】　大野市、九頭竜川ダム統合管理事務所

【後　 援】　（株）福井新聞社、（一財）越前おおの農林樂舎、

　　　　　　　奥越フェンテクラブ年間スポンサー（愛知電送（株）、（有）前田通信、

　　　　　　　丸栄電工（株）、（株）西行土木、こぶし整骨院、 （有）合同建業）
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　概　要

 ④ 九頭竜ダム自然体験

水源地域の活性化並びに、九頭竜ダムを知ってもらう為、２日間にわたり自然体験を行いました。
1日目は長野発電所の見学や、星空保護区にも選ばれた大野市の星空を講師の方に解説をしてい
ただきながら、綺麗な星を見ることができました。

２日目には地元漁協に協力いただき、初心者釣り教室を実施しました。河川にイワナを放し、初め
て釣りをされる方もイワナを釣り上げることができ、大変喜んでいました。同時に九頭竜ダムの上
流でカヤック・サップ体験を実施し、普段体験できないことに、参加された方からも楽しかったな
どのお言葉をいただき、大変盛り上がった自然体験となりました。

【開催日時】 令和７年９月６日（土）、７日（日）
【実施場所】九頭竜ダム・長野発電所・九頭竜川
【主　　　催】 九頭竜川ダム統合管理事務所
【共　　　催】 奥越漁業協同組合
　　　　　　　　電源開発株式会社
　　　　　　　　ノーム自然環境教育事務所
　　　　　　　　奥越星を見る会
【参加者数】 66名（1日目：20名、2日目46名）
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■星空観察 ■参加者の一般募集

■初心者釣り教室 ■長野発電所見学

■カヤック体験

■星空観察



　概　要

 ⑤ ダム湖周辺の紅葉情報提供

真名川ダム（麻那姫湖）、九頭竜ダム（九頭竜湖）周辺の紅葉の状況を、ダム管理支所職員がダム湖等

を巡視した際に写真を撮り、『紅葉情報』として毎週ホームページ及びⅩ（旧ツイッター）に掲載し、ダム

湖周辺への紅葉見物を予定している観光客に情報提供するもので、昨年に引き続いて実施しました。

【期 間】　令和7年10月31日（金）～11月28日（金）

【U R L】　九頭竜川ダム統合管理事務所　
https://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/

Ⅹ（旧ツイッター）　 https://twitter.com/mlit_kuzuryuu 　　　　　　　　　　　　

　真名川ダム（麻那姫湖）周辺
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　九頭竜ダム（九頭竜湖）周辺



　概　要

 ⑥ 自然ふれあい探検隊

大野盆地を囲む山々を水源とした九頭竜川水系雲川（中島公園）で、自然とふれあいながら体験的に学習する
「自然ふれあい探検隊」を大野市と共同で開催しました。

大野市の小学生に加え、友好交流都市である愛知県岩倉市の小学生が参加し、真名川ダムの見学会を開催しま
した。また、雲川の水生生物の種類の調査やパックテストによる水質調査を行うことで、川の水環境を学習しま
した。更には、水難事故防止の啓発として安全な川遊びの学習を行うことで、川の楽しさや川で遊ぶ際に注意
しなければならないことを学びました。

【開催日時】  令和７年８月１日（金）

【会　　　場】  真名川ダム・麻那姫湖青少年旅行村

【主　　　催】  九頭竜川ダム統合管理事務所、大野市

【参加者数】　大野市（子供１５名・大人１名）岩倉市（子供１７名・大人１３名）

　

◆子供達の声◆

〇初めて川で遊んで楽しかった

〇普段体験できないようなことをできてとても良かった
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水生生物採取 CODﾊﾟｯｸﾃｽﾄ

■水難事故防止の啓発

■真名川ダムの見学

■水生生物調査
ライフジャケット 安全な川遊びの勉強



　概　要

 ⑦　石徹白川　水生生物調査

九頭竜川上流の石徹白川において、地元の小学生５名により身近な河川に親しみかつ水環境に関心を持

ってもらうため水生生物調査を行いました。

今回は、川に棲んでいる生き物の調査に加え、COD（化学的酸素要求量）やpHの調査も実施し、コップに

入れたきれいな川の水がオレンジジュースを1滴垂らしただけでどれだけ汚れるかも実践し、子供たちは

楽しみながら川の環境を学んでいました。

【開催日時】 令和7年8月2日（土）9：00～12：00

【調査地点】 石徹白川（福井県大野市朝日前坂）

【参加者数】 大野市立和泉小学校児童5名、保護者1名
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【見つかった指標生物】

・きれいな水の生き物
　ヤマトビケラ類　20匹（最多）
　ヘビトンボ　　　　　7匹
　ブユ類　　　　　　　 5匹
　カワゲラ類　　　　  4匹

・水質検査
　COD：0mg/L、pH：7.5

　透明度：100㎝以上

調査の結果、石徹白川は
「きれいな水」でした。 



　紅葉まつりでの九頭竜川ダム統合管理事務所の取り組み

 ⑧ 紅葉まつり

■九頭竜国民休養地で開催された第４６回「九頭竜紅葉まつり」に参加しました。　

「九頭竜湖流木の無料配布」、「九頭竜ダムや大野市の星空などを疑似体験できるVR動画体験」、「大野

市旧和泉村地区をPRした地域のパネル」、「九頭竜ダムを紹介したパネル」、「過去の災害などを説明し

た防災パネル」を展示しました。

流木配布には開会前から多くの方々が来られ直ぐになくなる程でした。

VR体験も好評で、上空からダムを撮影した動画は来年もまた実施してほしいという声をとても多く頂

きました。

■パネル内容の閲覧・説明　 ■流木の無料配布
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◆参加者の声◆

○流木配布を毎年楽しみにしている。　　　　　　　　　　○VRは普段見られない景色が見れて面白かった。

○VRすごく良かったです。ダム見学も参加します。　 ○また来年も参加します。

■VR体験　

【開　催 日】  令和７年10月25日（土）、26日（日）

【会　　　場】  九頭竜国民休養地

【主　　　催】  九頭竜紅葉まつり実行委員会

【参加者数】　延べ370人（アンケート結果より）　※国交省ブース来訪者数



11

 ⑨ クリーンアップふくい大作戦

　概　要
福井県では、６月の環境月間において県内各所で清掃活動が実施されています。九頭竜川水系真名
川では、大野市漁業協同組合の主催による清掃活動が実施され、当事務所から４名が参加しました。

真名川の河川敷にある公園を中心とする約８万㎡の範囲で行われ、川の自然環境の保全や釣り客等
河川利用者が気持ちよく利用できるよう参加者みんなで力を合わせてゴミ拾いを行いました。

【開催日時】  令和７年6月8日（日）

【会　　　場】  真名川憩いの島 （福井県大野市中保地先）

【主催団体】　大野市漁業協同組合

【参加団体】　九頭竜川ダム統合管理事務所、大野市

【参加者数】　38名（うち九頭竜川ダム統合管理事務所より４名）

■開会式

■清掃活動の様子

■集めたゴミ
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 ⑩ どんぐりの育樹会

　概　要
特定非営利活動法人ドラゴンリバー交流会が主催する、ドングリの育樹会に参加しました。継続して
森を守り、育てることの大切さを知ってもらうことを目的として、福井県永平寺町とあわら市の児
童３１名が参加しました。児童達は、枝を切り払う作業と苗木の植え込みを行い、普段は体験できな
いことにとても喜んでいました。

午後からは真名川ダムの見学を行いました。ダムの役割と共に治水、治山の大切さも知ってもらう
ことで、ダムの必要性を学んでもらいました。

【開催日時】  令和７年１０月９日（木）

【会　　　場】  福井県大野市中島（育樹会場）、同下若生子（真名川ダム）

【開催団体】　特定非営利活動法人ドラゴンリバー交流会、九頭竜川ダム統合管理事務所

【参加者数】　志比小学校４年生児童１1名 教員２名

　　　　 　　　　本荘小学校５年生児童２０名 教員２名 計３５名

■枝打ちの様子

■苗木の植え込みの様子

■ダム見学
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 ⑪ 第22回身近な水環境全国一斉調査

　概　要
近年の河川や水辺など身近な水環境の保全や修復に関する市民意識の高まりより、平成１６年度
より毎年、世界環境デー（６月５日）に最も近い日曜日を中心に実施される「身近な水環境全国一斉
調査」に九頭竜川ダム統合管理事務所から４名が参加しました。

調査は、大野市内を流れる九頭竜川水系の５河川（真名川・清滝川・赤根川・木瓜川・善導寺川）で実
施され、どの河川も良好な水質であることが証明されました。

【開催日時】  令和７年６月4日（日）

【主　　　催】　大野の水環境ネットワーク

【調査河川】　真名川、清滝川、赤根川、木瓜川、善導寺川

【参 加 者】　２５名 福井県奥越土木事務所、大野市、北陸電力（株） 

　　　　　　　　　　　　　九頭竜川ダム統合管理事務所

　　　　　　　　　　　　　（うち九頭竜川ダム統合管理事務所より４名）

■水採取 ■結果確認■水温・PH検査 ■透視度調査

■結果報告会
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 ⑫ 奥越豪雨から60年　パネル展

　概　要
令和７年は真名川ダム建設の契機となった奥越豪雨（昭和40年9月14～15日）から６０年目の節
目にあたり、当時を振り返り後世まで伝えていくとともに、近年増加している降雨災害に対する防
災意識の向上を目的としたパネル展を開催しました。
訪れた方は災害状況を思い出しながら、当時の悲惨さなどを語られていました。
NHKニュースや多数の新聞に開催状況を取り上げてもらいました。

【開催日時】  令和７年9月10日（水）～9月17日（水）

【会　　　場】　大野市役所（1F市民ホール）、勝山市教育会館（1Fロビー）、（同時開催）

【共催機関】　福井河川国道事務所、足羽川ダム工事事務所、九頭竜川ダム統合管理事務所、福井県奥越土木事務所、

　　　　　　　　 大野市、勝山市

【展示内容】　①パネル展：奥越豪雨の被害状況、水害防止に向けた防災対策（公共事業）の紹介

　　　　　　　　 ②防災グッズ展：ポータブルラジオ、非常食、簡易トイレ等の展示

　　　　　　　　 ③当時放送されたNHK放送のリプレイ映像

【来訪者の声】

・西谷村出身ではないが、当時は豪雨だったことを覚えている。パネル展を通じ防災意識を持ちたい。
・洪水はどこでも起こっているため、自分も防災意識を高めたい。


